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[山里に開いたシェアオフィス]

○集落で孤立する高齢者の安全・安心の確保や若者の定住促進が課題○集落で孤立する高齢者の安全・安心の確保や若者の定住促進が課題○集落で孤立する高齢者の安全・安心の確保や若者の定住促進が課題○集落で孤立する高齢者の安全・安心の確保や若者の定住促進が課題○過疎地域などでは、良質な住まいを確保することが困難○過疎地域などでは、良質な住まいを確保することが困難○過疎地域などでは、良質な住まいを確保することが困難○過疎地域などでは、良質な住まいを確保することが困難○空き家を確保できても、住宅の改修費用がかかるなど課題が多い○空き家を確保できても、住宅の改修費用がかかるなど課題が多い○空き家を確保できても、住宅の改修費用がかかるなど課題が多い○空き家を確保できても、住宅の改修費用がかかるなど課題が多い

建設している若者向けシェアハウス

○平成25年度から、インターネットを活用した仕事やフリーランスなど、場所を選ば場所を選ば場所を選ば場所を選ばずに働ける人を村に呼び込む「クリエイティブ・ヴィレッジ・プロジェクト」ずに働ける人を村に呼び込む「クリエイティブ・ヴィレッジ・プロジェクト」ずに働ける人を村に呼び込む「クリエイティブ・ヴィレッジ・プロジェクト」ずに働ける人を村に呼び込む「クリエイティブ・ヴィレッジ・プロジェクト」を実施。（南部東部振興課と住宅課が連携して事業を推進）○その一環として、平成26年度に、寄付を受けた空き家を改修空き家を改修空き家を改修空き家を改修し、村への移住を体験する施設として、シェアオフィス（シェアオフィス（シェアオフィス（シェアオフィス（OFFICE CAMPOFFICE CAMPOFFICE CAMPOFFICE CAMP）を整備）を整備）を整備）を整備。○雑誌 「人、暮らし、地域をつなぐ[ＴＵＲＮＳ]2015秋」に掲載(８ページ)
＜川上村：仕事と住まいのワンセットプロジェクト＞＜川上村：仕事と住まいのワンセットプロジェクト＞＜川上村：仕事と住まいのワンセットプロジェクト＞＜川上村：仕事と住まいのワンセットプロジェクト＞○川上村では、住まいだけでなく、仕事もセットで移住者に紹介する「仕事と住まいだけでなく、仕事もセットで移住者に紹介する「仕事と住まいだけでなく、仕事もセットで移住者に紹介する「仕事と住まいだけでなく、仕事もセットで移住者に紹介する「仕事と住まいのワンセットプロジェクト」住まいのワンセットプロジェクト」住まいのワンセットプロジェクト」住まいのワンセットプロジェクト」を実施。○その結果、３年で３年で３年で３年で10101010世帯世帯世帯世帯28282828名の移住があり、うち子どもが名の移住があり、うち子どもが名の移住があり、うち子どもが名の移住があり、うち子どもが10101010名増名増名増名増。○現在、若者向けに移住を体験するシェアハウスを建設中若者向けに移住を体験するシェアハウスを建設中若者向けに移住を体験するシェアハウスを建設中若者向けに移住を体験するシェアハウスを建設中。
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古民家の風合いを生かしつつ、センスのある家具や小物の配置、大胆な間取りでしゃれた空間に生まれ変わったオフィス

個別スペース個別スペース個別スペース個別スペース共用スペース共用スペース共用スペース共用スペース 川上村が総力をあげて、田舎暮らしを応援します。田舎で暮らしたいけれど仕事が心配・住まいが心配。そんな田舎暮らしの心配にお応えします。川上ingツアーは、川上村の職と住、生活環境などを若手職員がご案内します。
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ポイントポイントポイントポイント

○人口構造の変化により空き家の急増が予想される郊外住宅地等においては、住み続けられる「まちの企画設計」が重要。
○空家等対策推進特別措置法に基づく対策の主体となる市町村は体制が脆弱。技術的な検討や県民理解の促進に関して初期の支援が必要。
○このため、①住み続けられる「まちの企画設計」の検討、②市町村共同の協議会の設置、③シンポジウムの開催、を進めていきたい。

プロジェクトの概要プロジェクトの概要プロジェクトの概要プロジェクトの概要 今後のスケジュール今後のスケジュール今後のスケジュール今後のスケジュール

平成平成平成平成28282828年度事業内容年度事業内容年度事業内容年度事業内容

＜（仮称）空き家対策協議会のイメージ＞

▶▶▶▶ 平成平成平成平成27272727年度年度年度年度

県が主導して協議会を設置・運営県が主導して協議会を設置・運営県が主導して協議会を設置・運営県が主導して協議会を設置・運営
市町村が共同で市町村が共同で市町村が共同で市町村が共同で協議会を運営協議会を運営協議会を運営協議会を運営

概ね2年を目処に県の主導から市町村共同運営に移行

○住み続けられる郊外住宅地とするための「まちの企画設計」の検討○住み続けられる郊外住宅地とするための「まちの企画設計」の検討○住み続けられる郊外住宅地とするための「まちの企画設計」の検討○住み続けられる郊外住宅地とするための「まちの企画設計」の検討・空き家発生要因の分析・郊外住宅地への定住・移住ニーズの把握・モデル地区における具体策の検討○（仮称）空き家対策協議会の設置○（仮称）空き家対策協議会の設置○（仮称）空き家対策協議会の設置○（仮称）空き家対策協議会の設置・市町村が共同して空き家対策を推進する体制づくりを県が先導○（仮称）奈良県空き家活用シンポジウムの開催○（仮称）奈良県空き家活用シンポジウムの開催○（仮称）奈良県空き家活用シンポジウムの開催○（仮称）奈良県空き家活用シンポジウムの開催・県民の法に対する理解を深め、地域における空き家対策の機運を醸成
○地域空き家対策推進事業○地域空き家対策推進事業○地域空き家対策推進事業○地域空き家対策推進事業・大規模住宅団地のモデル地区における空き家発生を抑えるための具体策の検討・（仮称）空き家対策協議会の設置・（仮称）奈良県空き家活用シンポジウムの開催

空き地の発生した住宅地
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課題課題課題課題○郊外住宅地の人口構造を踏まえると、今後空き家が急増することは明確。個々の空き家への対応の前に、住み続けられる住宅地づくりが重要。○危険な空き家を全て行政が除却することは非現実的。個々の空き家の管理責任は所有者にあることを周知し、行政の関与は真に危険な空き家に限定する必要。○市町村は建築職員等が少なく、体制が脆弱。危険空き家の判断基準や除却に至る手続をゼロから構築することが困難。
プロジェクト内容プロジェクト内容プロジェクト内容プロジェクト内容

○郊外住宅地における空き家発生要因の分析・検討等○郊外住宅地に対する移住ニーズ等の把握

▶▶▶▶ 平成平成平成平成30303030年度年度年度年度○地域ごとの空き家対策の実施
▶▶▶▶ 平成平成平成平成28282828～～～～29292929年度年度年度年度○モデル地区における具体策の検討・実施 ○（仮称）空き家対策協議会の設置・運営○（仮称）奈良県空き家活用シンポジウムの開催

○市町村共同による（仮称）空き家対策協議会の運営

○空家等対策特別措置法の施行○同法に関する説明会の開催・相談対応

目標目標目標目標 ・危険な空き家の判断基準や除却等に至るプロセスの構築・市町村の担当者・技術・知識の向上



ポイントポイントポイントポイント

○郊外住宅地の多くが奈良県の平均よりも高齢化率が高い。
○開発時期が古い団地ほど高齢化率が高い傾向があるが、団地により人口構成の特徴や高齢化率の高さに違いがある。
○新しい世帯が流入している団地の特徴を把握し、住み続けられる郊外住宅地とするための条件や対応策を探る。
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学園前（1970戸） S39                   S45関屋北 S43 S44

橿原NT（2440戸） S41                                                                                           S61下三橋（郡山NT） S44                                                                          S59東生駒 S46～西大和NT（5750戸） S43                                                                                    S62西真美ヶ丘 S46                                    S54立野 S47 H2真美ヶ丘 S47 H3

平城（10800戸） S45 H3真弓（1580戸） S47                                 S57泉原 S47        S49あすか野（1551戸） S48                 S53若葉台 S51              S59

鹿ノ台（2500戸） S47                S53明神（1535戸） S52                S57青山（1900戸） S52                S58さつき台 S54                                 H5旭ヶ丘 S58                               H19

朝倉台（1180戸） S50              S59

■郊外住宅地の開発時期

■郊外住宅地の高齢化率と人口構成

高齢化率が30%以上の郊外住宅地
高齢化率は比較的高いが若い世代も多い

○奈良県の大規模な郊外住宅地は昭和40年代～昭和50年代に開発されているものが多い
■事業主体・手法別地区数

開発許可、区画整理が主

開発後30年以上経過した住宅地（朝倉台） 新しい住宅地（旭ヶ丘）

民間開発が過半を占める
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